
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

向山型数学 丁寧さを向上させるノート指導 

きれいで、うっとりするノートはどのように作られるのか 
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ノートをきれいにかけるようにならない、バ

ラバラになる理由は、大きく４つある。 

① ノートの規格が揃えていないこと 
② 初期のノート指導をしていないこと 
③ ノート指導の後、指示通りノートがか

けているか確認していないこと 
④ きれいでうっとりするノートをほめて

いないこと 

ノートが整わない理由 

向山洋一氏「生理的苦痛となることは、百%の完成率を求めてはならない。（中略）「生理的

苦痛となることは、百%の完成率を求めてはならない」というのが、私の信念である。」『向

山洋一の学級経営 新卒どん尻教師はガキ大将 3 年の学級経営』(明治図書)二五ページ 

 
東京教育技術研究所が発⾏している
「ノート指導の⼿引き」には、ノー
トの初期指導について載っている。 
 

① ノートの規格を揃える 

ノートの規格が揃っていると、ノート指導がし

やすい。全員に「１行あけて」、「１マスあけて」

という指示を１つ出すだけで、ノート指導ができ

るからだ。さて、教科担当制でノートの規格を揃

える方法は、いくつかある。 

例１：学年費や学級費で、一括購入し、子供に使
用させる。 
例２：「算数・数学ノート」の規格についてのプリ
ントを配布し、ノートの規格を指定する。 
例３：購買部や購買委員に、TOSSノートを扱っ
てもらう。Etc 

今まで「B５のノート」という指定だけだったとこ

ろに「TOSS ノート」を扱ってもらうには、それ

なりの手順がいる。TOSS ノートの良さを教師自

身が理解し、滑らかに導入したい。 

② ノートの初期指導 

③ 指示通りかけているか確認 
 

④ きれいなノートをほめる 

「教育は満点主義を通そうとするとそれを倍する害が出てくる」と向

山洋一氏は言う。授業中に、全ての生徒のノートを「完璧に」かかせる

は、不可能に近い。だから、良いノートをほめることが必要になる。授

業でほめ、学級通信でほめ、掲示してほめ、一筆箋でほめる。そうする

ことで、ノートは整ってくる。右は、2018 年の大森学級の学級通信で

ある。授業を受けた全員が、綺麗に図形を描くことができた。 

 

この書籍には、⽅眼ノートを
使うとどんな良いことがある
のかが記されている。東京都
麹町中学校の⼯藤校⻑も、こ
の書籍を読み、⽅眼ノートを
導⼊した⼀⼈である。 
 

 

 TOSS ノートαは 8mm
⽅眼に、2mm ⽅眼が薄く⼊
っている。そのため字形も
整いやすい。ジャンボホワ
イト TOSS ノートを使う
と、より指導もしやすい。
実は⽇能研ノートと同じ規
格であるが、価格が違う。 
 

ノートの初期指導は、逐一指導が良い。向山洋一氏

2019 年６月 18 日に行われた向山先生直伝講座で

「綺麗なノートにするには、写すなどのことをやら

なければならない」（文責：大森）とおっしゃった。

まさに、ノートスキル（うっとりくん）である。私

は中学校の初期指導でも、写すことを行わせてい

る。右のようなプリントを用意し、なぞることから

行わせる。もちろん鉛筆である。「１mm くらいはい

いけど、２mm ずれたらやり直し」ということで、

かなり厳しく指導する。そのことによって、丁寧に

かかないと○がもらえないことを伝えている。 

 

向山洋一氏「学校は多くの子供を預る。さまざまな事情・個性の子供を預る。

多くの子供たちに対して、「一つの方法」だけで対応しにくい。 

 それぞれの事情・個性に応じてさまざまな学校の対応があるべきである。

もちろん、学校としてある一つの方法を選択することはあり得る。しかし、

どれほどすぐれた方法でも「一つの方法」に不適応を起こす子供は生れる。

不適応は子供が悪いのではなく、「一つの方法」を強いるところに無理があ

るのである。向山洋一（1987）『論争・授業の腕をあげる法則』明治図書 

 「教室の全員が教科書やノートが開いている状態」を作るのは、至極難しい。そのために

は、仕組み・システム必要だ。 

例１：授業の導入で、必ず教科書の音読をさせる。教科書を開いていない生徒は、立たせる。 
例２：授業前に教科書等の必要なものが揃っているか確認する。揃っていない場合は、揃って
いる生徒をほめる。Etc 
ノートの描き方に強いこだわりを持っている生徒もいる。趣意説明をし、柔軟な対応でノート

指導をしていく。無理強いさせないように、万全の準備をさせて授業に入りたい。 

 

 かなり細かく丁寧に描かせる必要がある。補助線も、当然描かせる。そうしないと、「視覚に問題
のある⽣徒」、「座標が取れない⽣徒」は描けない。マスを数えることも難しいからだ。とりわけ、
最初の一角目は、必ず全員が描けている状態をつくらなければならない。また、点線や補助線など
の注意事項も確認する必要がある。それを、どう「確認」するかに技量が必要なのである。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①アンダーラインは、赤です。 
定規を使ってかきましょう。 

④問題と問題の間は 
１行以上あけましょう。 

③分数は、２行使って 
書きましょう。 

②隣の数字と混ざらないように 
指二本くらいあけて、かきましょう。 

⑤筆算等の 
補助計算も 
かきましょう。 

⑥消しゴムは 

⑦◯は 円玉くらいに丁寧に。 
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